
部
区
間
へ
の
適
用
性
を
検
証

す
る
。
同
B
P西
部
区
間
で

の
モ
デ
ル
工
事
を
ケ
i
ス
ス

タ
デ
ィ
と
し
て
、
建
設
車
両

の
適
切
な
運
行
や
作
業
の
効

率
化
に
向
げ
た
課
題
を
探

る。
中
部
地
方
整
備
局
は
、
国

土
交
通
省
が
臼
年
度
に
導
入

を
予
定
し
て
い
る
建
設
I
C

T
の
ご
般
化
」
に
先
立
ち
、

指
定
し
た
一
部
の
工
事
に
つ

い
て
複
数
の
建
設
I
C
Tを

組
み
合
わ
せ
る
「
中
部
標
準

ロ
年
度
は
、
蒲
郡
市
区
間
一
地
の
調
査
な
ど
を
進
め
て
い
一
建
設
プ
ロ
セ
ス
の
合
理
化
一
化
」
を
実
施
し
て
い
る
。
指
定

の
延
長
約
2
@
5キ
ロ
で
用
地
一
る
。
工
事
は
、
あ
る
程
度
ま
一
に
際
し
て
は
、
建
設
会
社
が
一
工
事
の
発
注
に
際
し
て
は
、

取
得
に
着
手
し
て
い
る
口
さ
一
と
ま
っ
た
区
間
で
用
地
が
確
一
保
有
し
て
い
る
情
報
通
信
技
一
建
設
I
C
Tを
活
用
す
る
こ

ら
に
、
豊
川
市
区
間
の
延
長
一
保
で
き
た
時
点
で
着
手
し
た
一
術

(
I
C
T
)
や
シ
ス
テ
ム
一
と
で
総
合
評
価
方
式
の
加
点

約
6
@
6
キ
ロ
を
対
象
に
、
用
一
い
と
し
て
い
る
。
一
の
調
査
と
整
理
を
行
い
、
東
一
対
象
と
な
る
。
中
部
標
準
化

一
一
の
対
象
技
術
は
、

T
S出
来
一
ル
ド
!
ザ
i
マ
T
S
/
G
N
一
ア
ル
ト
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ャ
!

一
形
管
理
マ
M
C
モ
ー
タ
ー
グ
一

S
S締
め
固
め
管
理
マ
M
G
一
な
ど
。

一
レ
ー
ダ
ー
マ
M
G
/
M
Cブ
一
パ
ッ
ク
ホ
ウ
、

M
C
ア
ス
フ
一

国
土
交
通
管
名
四

国
道
事
務
所
は
、

2

0
1
3年
度
以
降
に

着
工
を
予
定
し
て
い
る
国
道
お
号
蒲
郡
バ
イ
パ
ス

(
B
P
)
の
東
部
区
間
に
つ
い
て
、
情
報
他
施
工
を

ーー国---ーーーーー畑町制問ーー四回目--・・--ーーー回目

合
む
建
設
プ
ロ
セ
ス
の
合
理
化
を
検
討
す
る
。
対
象

と
な
る
の
は
愛
知
県
豊
川
市
為
当
町
か
ら
蒲
郡
市
清

田
町
ま
で
口
一
定
区
間
の
事
業
を
対
象
に
こ
う
し
た

検
討
を
行
う
の
は
、
同
事
務
所
で
は
初
め
て
の
取
り

組
み
と
な
る
。

同
事
務
所
で
は
ロ
年
度
中

に
、
先
進
的
な
情
報
技
術
の

導
入
に
向
け
た
実
験
的
な
施

工
シ
ス
テ
ム
を
設
計
す
る
。

今
後
、
現
在
施
工
中
の
間
B

P
西
部
区
間
を
対
象
に
同
シ

ス
テ
ム
に
よ
る
モ
デ
ル
工
事

を
実
施
し
、
東
部
区
間
へ
の

展
開
方
法
を
検
討
す
る
と
し

て
い
る
。
同
B
P東
部
区
間
は
、
蒲

郡
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

(
I

C
)
か
ら
金
野
I
Cを
経
由

し
て
東
三
河
I
Cま
で
の
延

長
約
9
@
1キロ
D

同
B
Pは

全
線
が
地
域
高
規
格
道
路
に

指
定
さ
れ
て
お
り
、
設
計
速

度
は
時
速
別
キ
ロ
。
山
間
部
を

通
る
た
め
、
高
架
や
'
h
1

ン
ネ

ル
の
多
い
路
線
と
な
る
見
通

し
。
詳
細
設
計
は
セ
ン
ト
ラ

ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
(
名
古

屋
市
中
区
)
が
担
当
し
て
い

る。

【建設ICT]

1.日経 2.朝日 3.毎日
4. 詰ロヨ(; 書:.J~ 5.岐阜 6.中日
7産経 む静岡 9.伊勢
10.中部経済 建通 12日刊工業
13.建建設通信 14信濃毎日 15日本海事
16. 設工業

平成24年行月)9日C(ls)・タ) p， 
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